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研究成果の概要（和文）：本研究では、関ヶ原の合戦が起こった17世紀初頭からペリーが来航する19世紀中期までを対
象とし、近世朝廷の重職である摂家と朝幕間の諸交渉を担った武家伝奏を勤めた公家の日記、及び関連する諸史料を調
査・蒐集した。そして、それらの史料を素材として研究書・論文等を執筆・公表し、近世の朝幕藩関係・天皇・朝廷・
公家社会・公家文化などについて新たな研究的知見を付け加えた。更に、調査・蒐集した摂家・武家伝奏経験者の日記
の記載年月日を統合・情報化して簡易データベースを作成し、研究の基礎的環境を整備した。

研究成果の概要（英文）： In this study,we reserched and collected the diaries and the related historical m
aterials of Sekke and Buke-tenso(the former was the court nobles of the highest rank, the latter was the c
ourt nobles who negotiated the various matter between the shogunate and the court, they held the most impo
rtant posision in the court) from the 17th century to The mid-19th century.
 We wrote four books and twenty five monographs and added the some new knowledge based on that historical 
materials about the Emperor,the society and the culture of the court nobles, and the relationship between 
the shogunate and the court, and so on.
 And we integrated the information of the date when it was listed in their diaries and made the simple dat
abase to improve fundamental research environment about the history of the early modern period.
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１．研究開始当初の背景 
 1970 年代後半に着手されるようになった
後発の研究分野である近世の朝幕研究も、既
に 30 年余の研究年齢を重ねた。当初は近世
国家における天皇の位置付けという問題関
心から、主に政治史的考察が進められ、朝幕
間の軋轢や朝廷の統制機構、朝廷内における
天皇や公家衆の動向などについて解明が進
められた。しかし、90 年代に入ると、朝廷の
制度、経済、朝廷内小集団など幅広い領域に
研究関心が向けられるようになり、新たな研
究の展開が見られるようになった。また、研
究代表者の松澤や研究分担者の田中・平井・
松田・山口もメンバーとなっている朝幕研究
会が、2007～2009 年の 3 ケ年にわたり主催
した研究集会(「近世の天皇・朝廷研究大会」)
には、各回とものべ 100 人ほどの参加者があ
り、この分野への関心の強さと広がりを窺い
知ることができる。 
 こうした状況下、更に朝幕研究を深化・進
展させるためには、基礎的研究環境の整備を
はかることが必要ではないかと思われる。朝
幕研究の中心的研究素材は公家日記である
が、近世の公家日記は活字化されているもの
がごく僅かである。また、活字化されていな
い原史料は、全国各地の大学や史料所蔵機関
などに散在しており、研究代表者の松澤や研
究分担者の荒木・山口が所属する東京大学史
料編纂所においても、網羅的な蒐集はなされ
ていないのが現状である。全ての日記を直ち
にということは無理にしても、主要なものに
ついては蒐集し、その史料情報を整理・研
究・公開して、研究者がそれを共有・利用で
きるようにする必要がある。 
 
２．研究の目的 
江戸幕府の成立する 17 世紀初頭からペリ

ーが来航するまでの期間を対象とし、近世朝
廷の重職である摂家と朝幕間の交渉を担っ
た武家伝奏を勤めた公家の日記、及び関連す
る諸史料を調査・蒐集し、日記については、
記載年月日や所蔵先など史料情報の統合化
を行って近世版「記録年表」を構築し、近世
朝幕関係史研究を進展させるための基礎的
研究環境の整備を目指した。 
また、調査・蒐集した日記・関連史料を史

料学的に研究するとともに、近世の朝幕藩関
係・天皇・朝廷・公家社会に関して新たな知
見を付け加えることも合わせて目指した。 

 
３．研究の方法 
 本研究は、①17 世紀から 18 世紀の摂
家・武家伝奏の日記及び関連史料の調査・
蒐集、②蒐集した日記等から採取した史料
情報の研究資源化、③史料学的研究及び朝
幕藩関係・天皇・朝廷・公家社会に関する
新知見の追加という、３つの柱を立てて進
めた。①については、日記や関連史料を所
蔵する諸機関に出張し、史料の閲覧・調査
を行うとともに、紙焼きやデジタルデータ

によって史料の蒐集・蓄積を行った。②に
ついては、研究代表者が所属する東京大学
史料編纂所にて研究補助者を雇用し、作業
を行った。③については、本研究への参加
者がそれぞれ、調査・蒐集した史料に基づ
き研究を行い、書籍・学術雑誌を通じて成
果を公にした。また、科研費の交付期間中
に 3 回、東京で研究会を開催し、研究の進
捗状況と成果を報告・討議した。 
 
４．研究成果 
(1) 調査・蒐集した摂家・武家伝奏日記及

び関連史料を素材として、近世の朝幕藩
関係、天皇、公家社会、公家文化等に関
する研究を行い、書籍・学術雑誌等を通
じてその成果を公表した。また、研究大
会で 2件の報告も行った。その具体的な
内容は、次項「５. 主な発表論文等」に
記した通りである。 

(2) 4 年間行った研究の概要を速報し、最終
年度に執筆した論文等7件を公開するた
め、研究報告集『東京大学史料編纂所研
究報告 2013-5 近世の摂家・武家伝奏日
記の蒐集・統合化と史料学的研究』を編
集・刊行した。研究成果の公開と社会的
還元をはかるため、この研究報告集は大
学・研究機関・研究者等に配付した。 

(3) 関ヶ原の合戦が起こった慶長 5 年
(1600)から、ペリーが来航する嘉永 6年
(1853)までの摂家・武家伝奏日記の情報
化作業を行い、近世版「日記年表」のプ
ロトタイプを作成した。研究成果の公開
をはかるため、情報化したデータは「近
世の摂家・武家伝奏経験者の日記記事日
付一覧」と題して CD-ROM に焼き付け、
前記の研究報告集に付録として添付し
た。 
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